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第 2 章から第 4 章では、彼の来日時の音楽活動を詳しく述べ、それらが日本の音楽界
とどのように関わり、影響を与えたのかを明らかにする。 
まず、第 2 章「1925 年の日本滞在における音楽活動―フランス・ピアニズムによる日
本初演とその反響」では、1 回目の来日を取り上げる。ジル＝マルシェックスは、日本の






























より 19 世紀以降の西洋音楽が発展してきたことを日本の聴衆に説いた。 








 これは、1935 年に彼自身の《芸者の 7 つの歌 Sept Chansons de Geishas》と《古き日本




させている。結果的にジル＝マルシェックスは、初来日後の 1927 年から 1939 年の間に






































論 文 審 査 結 果 の 要 旨 










本論文は、全 5 章で構成されている：第 1 章「ジル＝マルシェックスの経歴と彼の来日
以前の日本における西洋音楽受容の状況」では、ジル＝マルシェックスが、ピアニスト、
作曲家、執筆者として行った活動と彼の交友関係、及び彼が来日する以前の日本における
西洋音楽受容の状況について述べている。第 2 章「1925 年の日本滞在における音楽活動
―フランス・ピアニズムによる日本初演とその反響」では、1 回目の来日を取り上げ、ジ
ル＝マルシェックスの来日が相当な期待をもって迎えられ、彼の音楽活動が大きな反響を















































申請者は、フランス人ピアニスト、アンリ･ジル＝マルシェックスの 4 度の来日（1925 –
1937）に焦点を当て、彼の音楽活動と日本音楽研究をフランスと日本で詳細に調査し、そ
の活動全貌を初めて明らかにして博士論文にまとめた。その研究に費やされたエネルギー
と労力は想像に難くない。また、学位申請リサイタルにおいては、アンリ･ジル＝マルシ
ェックスと関係のあった作曲家に焦点を当て、ラヴェルの作品を中心に、歴史に埋もれて
いた作曲家の作品を掘り起こし、新たな価値を見出した功績も大きい。 
以上のことから、審査員全員一致で優秀な成績と認め合格と判定した。 
 
